
 

 

公益社団法人 彦根市シルバー人材センター 

令和 5年度 事業報告 

１ 概要 

 令和 5年度の事業の概要は次のとおりです。 

  会員数 1,078人 対前年度 1人(0.1％)増 

  契約金額 445,516,661円 対前年度 28,602,032(6.0％)減 

  就業延日数 85,739人日 対前年度 4,839人日(5.3％)減 

 全国的に会員数が減少している中で、当センターでは現状維持となりました

が目標値である 1,144人には至りませんでした。契約金額については、目標値

の 4億 8,364万円を 3,813万円下回る 4億 4,551万となりました。 

 令和 5年度の決算は、経常収益 3億 3,477万 1,319円に対し、経常費用 3億

3,463万 3,526円となり、収支は 13万 7,793円の黒字が生じました。 

 多くの事業で規模の縮小等の影響を受けたものの支出が抑えられたことや、

できる限りの経費節減に努めた結果であり、剰余金については、令和 6年度よ

り増加する消費税に充当する予定をしております。 

 

２ 主な事業 

（１）会員拡大 

 会員数を確保することはシルバー事業の根幹をなすもので、組織を維持し

事業を発展させるための不可欠な要素です。また、発注者様の満足度の向上

や受注拡大に資するため、会員の技能、技術の向上を図る必要があります。

これらのことを実現するために、次のような事業を実施しました。 

・広報紙「シルバーひこね」全戸配布 

  第 100号(7月 1日号、8頁) 54,000部 

  第 101号(1月 1日号、8頁) 54,600部 

・入会説明会 46回 延べ参加者 148人 

 (うち出前説明会 10回 29人、うち女性向け 12回 22人) 

・シニアガイダンス 12回 



 

 

・出張相談 26回 

・会員による新規会員紹介制度の実施 

・入会説明会参加者への電話による入会促進 

・入会手続きの簡素化 

・女性部会「ほほえみ」の活動 

  12月 25日 寄せ植え講習 参加者 7人 

  また、退会者を減らし魅力あるセンターにするため次のような各種講習会

や講座等を開催しました。 

  ・安全講習会（高齢者向け交通安全講習） 

  ・講習会（手芸教室・宛名書き） 参加者各 6名 

  ・健康教室（バランスボール健康教室） 

  ・健康講座（正しい薬の飲み方） 参加者 31名 

  ・教養講座（①老後のお金について ②終活について） 延べ 61名 

  ・認知機能検査（ＭＯＧＩ）を会員と市民向けに実施  受講者 31名 

  ・スマホ・パソコン相談室（無料化） 参加者 35名   

  ・親睦グランドゴルフ大会  参加者 73名 

 

（２）就業機会の確保・拡大 

 できるだけ多くの会員が就業できるよう、就業先の確保、拡大のために次

の事業を実施しました。 

・SMS(ショートメッセージ)送信サービス活用 

・未就業相談 49回 参加者 59人 

 

（３）安全就業の徹底と適正就業の推進 

 安全就業は、すべてにおいて優先して取り組まなければならない課題です。

会員一人ひとりが安全就業を自分自身の問題としてとらえ、日々の就業の中

で取り組むことが大切です。また、コンプライアンス（法令順守）は公益法

人としての義務であり、適正就業に関する規則等に基づく就業を推進してい



 

 

かなければなりません。これらのことを実現するために、次のような事業を

実施しました。 

 なお、令和 5年度には、傷害事故が 6件、賠償事故が 5件、派遣傷害事故

が 3件、保険適用外の傷害事故が 1件、賠償事故が 2件で合計 17件となり前

年度より 5件増加しました。 

・安全パトロール 7月～10月 6回 

・事務局たよりに「重大事故速報」7回、「安全就業情報」2回、「重大事故

情報」3回 および「ヒヤリ・ハット体験」12回 掲載 

・安全標語の募集と安全カレンダーの作成 

 

（４）就業能力の向上 

  就業能力の向上のために各種講座や講習会を開催いたしました。 

・ハウスクリーニング講習会 

  9～10月 全 6回 参加者 13人 

・スマホ・パソコン・ＩＴ講習会 

  10月 16日  1回 参加者 13人 

・宛名書き筆耕技能講習会 11月 27日 参加者 6人 

・生活サポーター養成講座 

  11月 20日・21日 2回 参加者 7人 

 

（５）組織の充実と財政基盤の強化 

 当センターが公益法人として、公平、公正、透明性のある運営を行い、持

続的、安定的に事業を展開していくためには、組織が正しく機能し、財政基

盤が確立していることが重要です。また、滋賀働き方改革推進支援センター

による厚生労働省の委託事業を活用し、社会保険労務士との相談により、セ

ンター関係諸規程の整備を行うとともに、次のような事業を実施しました。 

・執行会議の開催 12回 

・彦根市に対して公共事業の拡大と補助金の確保を要望 



 

 

 市長、市議会議長との面談 8月 3日 

・各種事務研修会の参加 

 

（６）社会参加活動の推進 

 当センターが公益法人として地域の皆さまと連携し、また、地域社会の発

展に貢献できるよう、次のような事業を実施しました。 

・「シルバー環境美化の日」ボランティア清掃 参加者 173人 

・ボランティア活動「ひこね自助具開発工房」の支援 

・「シルバー農園」での野菜の栽培と販売 

・認知機能検査「ＭＯＧＩ」を市民向けに実施 


